
「
全
体
の
奉
仕
者
」
（
憲

法

第

条

）

で

あ

る

公

務

15

員

が

担

う

べ

き

自

治

体

の

仕

事

を

、

民

間

企

業

に

任

せ

る

事

例

が

急

増

し

て

い

ま

す

。

福

祉

法

人

な

ど

公

的

な

団

体

へ

の

委

託

は

従

来

か

ら

あ

り

ま

し

た

が

、

最

近

は

民

間

の

営

利

会

社

へ

の

委

託

が

目

立

っ

て

い

ま

す

。

自

治

体

に

と

っ

て

は

安

上

が

り

、

民

間

企

業

に

は

事

業

機

会

を

提

供

す

る

も

の

で

、

公

務

が

営

利

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

主

な

事

例

を

紹

介

し

ま

す
。

◎

市

バ

ス

の

号

等

の

運

16

転
、

◎

水

道

の

メ

ー

タ

ー

の

検

針
、

◎

民

泊

の

調

査

・

指

導

、

◎

何

で

も

コ

ー

ル

な

ど

の

電
話
対
応
、

◎

福

祉

分

野

の

郵

便

物

受

付
や
発
送
業
務
、

◎
建
築
確
認
、

◎

市

営

住

宅

や

市

庁

舎

な

ど

の

建

物

の

設

計

や

管

理

・

運

営

（

建

設

は

従

来

か

ら

入

札

に

て

民

間

会

社

が

受
注
）
、

◎
ゴ
ミ
収
集
、

◎

市

施

設

の

管

理

運

営

等

々

、

枚

挙

に

い

と

ま

が

あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
特
に
水
道
で
は
、

個

々

の

委

託

に

留

ま

ら

ず

管

理

運

営

全

体

を

包

括

的

に
民
間
会
社
に
委
ね
る
「
運

営

権

委

譲

」

と

い

う

方

法

が

、

政

府

に

よ

っ

て

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

既

に

静

岡
県
浜
松
市
の
下
水
道
は
、

こ

の

方

法

で

運

営

さ

れ

て

い
ま
す
。

井

上

議

員

は

、

市

議

会

で

「

水

道

の

運

営

権

委

譲

は
す
る
な
、
公
営
を
守
れ
」

と

追

及

し

て

い

ま

す

。

世

界

各

地

で

は

、

パ

リ

・

バ

ル

セ

ロ

ナ

な

ど

、

一

旦

、

民

営

化

し

た

後

、

料

金

値

上

げ

や

水

質

悪

化

な

ど

問

題

多

発

で

公

営

に

戻

っ

て

い
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

世

界

を

股

に

か

け

て

水

ビ

ジ

ネ

ス

を

展

開

す

る

多

国

籍

企

業

＝

水

メ

ジ

ャ

ー

が

浜

松

の

下

水

道

を

担

い

、

京

都

で

も

す

で

に

検

針

の

個

別

業

務

は

同

社

が

請

け

負

っ

て

い

ま

す

。

今

の

と

こ

ろ

、

市

長

は

「

検

針

や

点

検

な

ど

個

々

の

仕

事

の

委

託

は

進

め

る

が

、

運

営

権

自

体

は

公

営

を

維

持

」

と
の
姿
勢
で
す
。

最
近
の

相
談
か
ら

◎

家

庭

内

暴

力

で

、

市

の

各
役
所
に
相
談
中
で
す
が
、

必

ず

し

も

う

ま

く

い

っ

て

い

ま

せ

ん

。

と

り

あ

え

ず

避
難
中
で
す
。

◎

引

っ

越

し

や

大

型

ゴ

ミ

搬
出
の
お
手
伝
い
。

◎

ト

イ

レ

の

タ

ン

ク

の

修

理

業

者

の

方

を

探

し

て

い

ま
す
。

◎

後

期

高

齢

者

医

療

保

険

料
の
値
上
げ
へ
の
対
応
中
。

◎

隣

家

と

の

境

界

画

定

。

◎

ホ

テ

ル

・

民

泊

対

策

。
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犠牲者 ・被災者の皆さんに心より

ご冥福とお見舞いを申し上げます
台風 19 号により、特に東日本方面に大きな被

害が発生。本当に大変です。教訓は何か。河川

や堤防も含め、まちづくりのあり方が問われて

いるように思われます。また、昨今、国も京都

市も、公務員減らし。市長が人員削減を自慢。

住民応援の態勢が不十分になっています。

12 日は、雨の中、井上議員も区内一円を視察
しました（写真は 13 日朝の桂川の様子）。

健康まつりを見学 ( 10/5)

六孫王神社まつりに参加 (10/14) 公務の「民間化、産業化」を批判
＝井上議員が市政報告

11 日、井上議員が市政報告。①
公務の産業化＝市民の為の仕事を

民間会社が担う、②市長がホテル

誘致を強調、市内はホテル民泊ラ

ッシュで市民生活に悪影響、③規

制緩和でより大きなビルを容認、

④介護保険料値上げ、医療保険料

も値上げ・高止まり、等々と報告。

秋まつり
１０月２０日（日）
朝１０時頃～
（於）春日公園
油小路通り東寺道
下る東入る

水
は
命
、
水
は
福
祉
、
水
は
人
権
、
商
品
で
は
な
い

水
道
運
営
は
公
営
を
堅
持
せ
よ
と
追
及


